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北海道帝國大學醫學部第一病理學教室(圭任 武田敏授)

臼 淵 勇

緒 言

人膿 ニオケル肝粟粒結核症ハ臨躰的 ニハ殆 ンド

何等 ノ徴候 ヲモ示 サベ 特殊 ノ意義 ヲ見 出 シ待

ザ ルモ ノナ レ ドモ、コ レガ病理解剖學的研 究ハ、

古今 東西 二亙 リ極 メテ多敷 二上 リ、 ソ ノ組織頚

生 二就 キテモ、古 クハBaumgartenノ 固定 セ

ル組織細胞 ヨリノ褒生説 二封 スルMebSchnikoff

ノ血行 性細 胞説 ノ説箏 ア リ、爾來各派 ノ流 レヲ

汲 ム諸 家 ノ研 究、爾者 ノ折衷説等 アリテ枚暴 二

暇 ナ シ。

近時Schleussingハ 結 核齢 ノ浸 入ニ ヨル局所 組

織 ノ障碍 ヲ重覗 シ、組織障碍一循環障碍一・組織

壇殖 ナルー定 ノ形式 ヲ立 テ、程度 ノ差ハ ァ レ、

必 ズ コノ経過 ヲ経 テ、定型 的類上皮細胞結 節 ノ

成立 スル モ ノナリ ト説 ケリ。

憎方R6ssle二 依 リテAllergie性 組 織攣化 ノ,

基 本型式 ガ確立 サ レテ以來、各種疾患 ニオクル

Allergie性 攣 化 二關 スル研家 モ績 々 ト登表 セラ

レ、肝 ニオケル結核Allergie性 攣 化 二關 シテ

ハ大 串、Schwartz、 木 谷 ノ實験的研究 二依 リ

テ、次 第二解 明セ ラレン トシツツアル次第 ナ リ。

余ハ人髄肝結核標本 二就 キテ、各種染色法 ヲ行

ヒ、 ソノ組織像 ト實験的結核Allergie像 、 蛇

ビニ既 二確立 セラレタルAllergle性 基 本攣 化

像 トノi封照 ヲ行 ヒテ、肝雑 結核症 ノ獲生 二封

スルAllergieノ 意 義 ヲ認 メタル ヲ以 テココ子

報 告 セ ン トス。

検査材料及ビ方法

北大病理學教室 ニオケル剖検 材料 ヨリ、結核屍

ノ可及的新 シキモ ノ約101例 ノ肝組織標本 ヲ作

リテ、H乞matoxylin-Eos{n染 色 ヲ行 ヒ、結核性

病 攣 アルモ ノ59例 二就 テ、更 二Bielschowsky

氏 法 ニ ヨル嗜銀繊維 ノ染色 ヲ行 ヒ、更 二必要 二

鷹 ジテハvanGieson氏 法 ニ ヨル 膠原繊維染

色、Weigert氏 法 ニ ヨル繊維素染色等 ヲ{ii併 セ

行 ピタ リ。

検査成績

絡数101例 ノ結核屍肝中59例 二於テ、 肝粟粒

結核症ヲ見出 シ、 ソノ組織學的特長二依 リテ、

次 ノ如 ク分類 考察 スル ヲ得 タ リ。

幽_睡 麟 熱 繍 憂賑 顯 霜鞭
麩 泣 溝 圭 畜旨 ÷ 十デ ー享}≧
匿謎.類 劃 ≡ 圭 圭 レ}帯il讐 壕ヤ
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A.

1)嗜 銀織 維 ノ増殖 セザル モ ノ

余 ノ検査 材料 中10例 二 於 テ認 メ ラレタル モ ノ

ニ シテ、肝小 葉内殊 二Glisson氏 鞘 二接 シテ
、

極 メテ小ナルハ、僅 力歎個 ノ淋 巴球様細胞 ガ、

多少鑛張 セル肝 毛細 管中 二集 合 セル ヨリ、大 ナ

ル ハ殆 ド正常 ノ結 核結 節 二比 スベ キ程度 二蓬 ス

ル モノナ リ。而 シテ コ ノ淋 巴球様細胞 ハ各結 節

ニ ヨリ、又 同一結 節内 二於 テ
、極 メテ多様 ノ憂

異 ヲ示 シ、原形質 ハ初期 ノ淋 巴球様 ノ盟基性 ヲ

失 ヒテ、次 第 二 大 サ ヲ壇 ス ト共 二 透 明 トナ リ

テ、 上皮檬 トナ リ、核 モ亦殆 ド球形 二近 キ、強

キ盟基 嗜好性 ノモ ノヨ リ、次第 二鮪圓形、紡錘

形 トナ リユ ク ト共 二,核 素 ノ量 モ次 第二減少 シ

テ、 類上皮細胞 二近 ヅク。赤1虹球 、多核 白血球

へ 各結節 ニ ヨリー定 セザ レドモ、一般 ニハ僅

少 ナ リキ。肝實質細胞 二就 キテハ、時 二染色性

ノ璽化 ヲ來 セル若干 ノモノガ、結酷周邊部 二遊

離 シテ存 スル事 アル モ、 中心部 ニハー般 二認 メ

ラ レザ リキ。

カカル 細胞集合 ハ 後蓮類上皮細 胞結 節 二 比 シ

テ、一一般 二 疎 ナル 感 アリ.多 核互大細胞ハ ナ

ク、結 節周邊 ノ反鷹性細胞浸潤 モ認 メラレズ。

Bielschowsky氏 法 ニ ヨル ニ、 嗜銀繊維 ハ凡 ソ

肝 毛細 管 ノ原形 ヲ保 チ、多少籏張 セルガ如 キ像

ヲ見 ル ノミデ、全 ク健康 ナル周園組織 ノ嗜銀織

淋巴球檬細胞結節及ビ類上皮細胞結節

維 ト連結 セル ヲ見 ル。Weigert氏 法 ニ ヨル織維

素 バー般 二 謹明 サt/ズ 、vanGieson氏 法 ニ ヲ

ル結締織 繊維 ノ増殖 モナ シ。

皿)嗜 銀繊維 ノ壇殖 セル モノ

大多数 ノ標 本ニテ認 メラレル モノニ シテ、Glis-

son氏 鞘 内 二生 ゼル比較的新鮮 ナル結飾 ヲ除 ギ

テノ、、殆 ド全 テ定型的類上皮細胞結 節 ナ リ.郎

チ結 節 ヲ構成 スル細胞成分 ハ、大部 分類 上皮細

胞 ニ シテ、前述 ノモ ノヨ リモー層細胞髄 ハ増大

シテ、 上皮様 トナ リ、 明確 ナル境界 ヲ失 ヒユ ク

ト共 二,核 モ亦次第 二大 サ ヲ曾 シ、透 明度 ヲ増

シテ、中心部 ニアル モノハー 部染 色性 ヲ失 ヒテ、

乾酪攣性 ノ初期 ヲ思 ハセ タリ。細胞集合 ノ難

モ次 第二 密 トナ リ、 周邊性 多核 ヲ 有 スル 所謂

Langhans氏 亘 大細胞 ガ大部分 二於 テ認 メ ラV

ル。一方周 邊部 ニハ既 二反鷹 性細胞浸潤 ノ像 ヲ

認 メ、一ゆ部揖 ハ結締織}母細 胞等 ノ出現 ア リテ、

織維性 二園続 サルル ヲ見 ル。 カカルモ ノニテ

ハ、周邊部 二vanGieson氏 染 色 ニテ 紅色':'

織 維 ガ染 出 サ レ、 一一部 ハ 中心部 二 迄進入 ス。

Bielschowsky氏 ノ染色 ヲ 行 フ トキハ極 メテ顯

著ナル嗜 銀繊維 ノ網状檜殖 ヲ見 ル。

Weigert氏 法 ニ ヨル 織維素 バ ー一般 二 少量詮明

サル。

B.壌 死性攣化顯著 ナノv結節

励 嗜銀繊維 ノ増殖 セルモ ノ

多数 ノ標本 二於 テ認 メラレルモ ノニ シテ、 初期

ヨ リ明確 ナル境界 ヲ示 サザ リシ類 上皮細 胞ハ完

全9ソ ノ境界 ヲ失 ヒ、核 ノ染 色性 モ亦…欠第 二失

ハ レテ、燧 ニハ核 ノ陰影 トシテ、{茎 カニ寧 テ ノ

存在 ヲ推察 セ シムル ノミ トナル。

更 二均等 ノ硝 子艘物 質 ノ沈著 ト共 二、全 ク全病

竈 ハ均等 ノ頽 敗物 質 トナル,カ カル揚合 二於 テ

モ倫Bielschowsky氏 法 ノ染 色 ヲ行 フ トキハ、

強度 二増殖 セル嗜 銀織維網 ヲ認 ム。周邊部 ニハ

大 部分 二於 テ反慮性細胞浸潤 ヲ見、結締織母細

胞 ノ混 ズル トキハ、vanGieson氏 法 二依 リテ

膠原繊維 ノ増殖 ヲ見ル。織維素 バー一般 二多量 二

析 出 ス。

IV)嗜 銀 繊維 ノ壇殖 セザル モ ノ

余 ノ實験例 中僅 力8例 二於 テ、本例 二屡 スル ト

思ハルルモ ノ存 セ リ。 今 ソ ノ組 織像 ヲ 述 プル

ニ、先 ヅ注 目スベキハ極 メテ高度 ナル壌死像 ナ

リ。勘 チ肝小葉内Gliss・n氏 革吉二近 久 通常結

節 ヨリハ稻 ㌃大 ナル、 殆 ド均等 ノ頽 敗物質 トナ

レル壊死竈存在 セリ。高度 ナル モノハ、全 ク細

胞成分 ヲ認 メザル モ、一般 二若干 ノ肝毛細管 内
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被 細胞 ノ種 々 ノ程 度二奨性 ヲ蒙 リタル モ ノ残存

シ、周邊部 ノ反慮性細胞浸潤 アル トキハ、病竈

内 ヘ モ若干 ノ圓形細 胞浸 潤 セル ヲ見 ル。 カカル

モ ノハ通常H乞matoxylin。Eosin染 色 ニ テハ、

全 ク前述 ノ第3型 二LtC・・"タル モ ノ 嘔 別 ジ能 ハ

ザル事 アルモBielsehowsky氏 法 ニ ヨリテ嗜銀

繊維 ノ増殖ヲ見ズシテ、原肝格子歌織維 ノ残存

セルヲ示 ス事、稀 ニハ既 二1部 破壌セラレタル
と

事等 二依 リテ、特 殊 ノ嚢生原因 ヲ思ハ セルモ ノ

ナ リ。vanGieson氏 法 ニテハ、 時 二周邊部 二

膠原織維 ノ壇殖 ヲ見 ル事 アリ、織維素バー般 二

多量 二析 出 セ リ。

総括拉ビニ考案

余 ハ人磯肝結 核症59例 二就 キテ、ソノ組織 學的

検索 ヲナ シ、既述 ノ如 ク4型 二分 テ リ。今 コv

ガ成績 ヲ総括 シ、各型 ノ組織議生、拉 ピニ相互

間 ノ關係 二就 キ、考察 ヲ進 凶 ントス。

第1型 二 屡 スル ト考ヘ ラvル モ ノハ10例 二於

テ認 メラ レ、前述 ノ如 ク極 メテ小 ナルへ 肝毛

細管 内 ノ敷個 ノ細胞集合 ヨ リ、大 ナルハー般結

節 二至 ル大 サ ノ奨異 ヲ示 シ、之 ヲ構成 スル細 胞

モ、淋 巴球儀細胞 ヨリ類上皮細胞 二至 ルア ラユ

ル移 行像 ヲ呈 シ、亘大細胞 ハ未 ダ形成 サ レズ、
ヒ ゑ の

嗜銀織維1ノ脇 直ハ認 メ ラレヂル黒占等 ヨリシテ、

極 メテ初期 ノ結節形成繰 ト考 ヘ ラ レル モ ノナ

リ.而 シテ カカ'ル初期結節 ノ形成 二關 シテへ

既 二緒言 ニモ述 べ シ如 ク、Baumgartenノ 固 定

組織細胞読 二封 スルMetschnikoffノ 血 行姓細

胞説 ノ論雫以來、諸説枚暴 二暇 ナキガ如 クナル

モ、余 ハ當教室 二於 ケル、各種動物實験標本 ヲ

参 照 シテ、 ソ ノ時期的要因 ヲ考慮 二入 レ、一般

結核結節形成 二際 ンテハ極初期 ニ オケル多少 ノ

浸 出液 ト白血球 ノ浸潤 ヲ除 キテハ、 ソノ大部 ノ

細 胞 ハ淋 巴球様 ニ シテ、 コレハ時 日 ノ経過 ト共

二次第 ニ ソノ盟墓姓 ヲ失 ヒテ淡染 シ、膨大 シテ

種 々 ノ形態 ヲ トリ、類上皮細胞 二分化 シ行 クブ

認 メタウ。而 シテ類上皮細胞 ガー般 二組織球性

ト考 ヘ ラtノル今 日、 カカル細 胞 ノ前段階 タル可

キ淋 巴球榛細胞 ニモ同様 ノ事 ガ考 ヘ ラレ、 カ カ

ル組織球性細胞 ノ肝 ニ オケル 登 生 母 盟 トシテ
タ

ハ、圭 トシテ肝毛細 管 内被細 胞 タル星芒細胞 ガ

與 ルモ ノナ ランカ。

第2型 二屡スルモ ノハ、大多数 ノ標本 二於 テ認

メ ラレル完成 セル類上皮細胞結節 ニ シテ、細胞

ハ大部分 ガ定型的類上皮細胞ニシテ、之二1個

又ハ数個 ノ亘大細胞、及 ビ若干 ノ白血球、'淋巴

球 ヲ混 ジ、次第二密二結合 シユクト共二、中心

部ハ多少 ノ乾酪攣性 ヲ示 シ、周邊部ニハ園形細

胞、結締織母細 胞 ノ浸潤 ヲ見ル。而 シテ新生セ

ル嗜銀繊維ハ網状二増殖 シテ結節内ヲ縫 ヒ、全

ク前記第1型 ノ完成 セル型 ト見倣サレル。陳藷

性 ノモノハ周邊部二、一部ハ結節内部二迄van

Gieson氏 法 ニテ赤染スル繊維 ノ増殖セルヲ見

ノレo

第3型 二塞 ゲ タルモ ノモ可 ナ リノ数 二見 ラv、

極端 ナ川場合 ハ全 ク均等 ノ頽敗物 質 トナルモ、

尚BielSdhowsky氏 法 ニ ヨリテ嗜銀繊維 ノ増殖

ガ見 ラレル事、類上皮細胞及 ビ亘大細胞 ノ攣性

二陥 レルモ ノガ大多薮 二於 テ見 ラレル事等 ニ ヨ

リテ、前記類 上皮細胞結節 ノ乾酪攣性 ノ進展 セ

ル モ ノ ト見倣サ花可 キナ リ。

第4型 二 塞 グタル モノハ 全 ク掲 特 ノ壊死 ニ シ

テ、大部分 ハ完全 ナル頽 敗物質 トナ リ、 中二若

干 ノ圓形 又ハ紡錘形 ノ細胞 ノ浸潤 ヲ見 ル ノミナ

リ。極 メテ稀 ニハ類上皮細胞又 ハ亘大細胞 ノ存

在 スル事 アリeBielsehowsky氏 法 ニ ヨリテ嗜

銀繊維 ノ壇殖 ノ見 ラレザル鮎特異 ニ シテ、 カカ

ル結節 ノ嚢生 二封 シテハ理論的 ニハ、種 々ノ可

能性 ガ與 ヘ ラルベ シ。{

即 チSchleussingハ 彼 ノ肝結核装生 二 關 スル

論 文二 於 テ、 結 核菌 ノ直接的組織障碍 ヲ重 覗

シ、全 テノ結節形成 二於 テ、程 度 ノ差ハ ア レ、

先 ヅ高度 二分 化 セル肝實質細胞 ノ壌 死、 次 デ肝

毛細 管 ヲ形成 スル星芒細胞 ノ壌 死、格 子状繊維

ノ破壊 ヲ來 スモ ノニ シテ、 之 二封 スル反慮 トシ
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テ循環 障碍、組 織増殖 ガ行ハ シルモ ノナ リ ドセ

リ。併 レド毛彼 ハ極 初期 ノ反慮性 ナキ壌死 トシ

テハ、202例 ノ中僅 カニ2例 ヲ暴 グ タル ノミニ

シテ、 カカル形 式 ノ極 メテ稀 ナル事 ハ明 ラカナ

リ。余 ノ實験 例ニ テハ1例 ヲモ見 ズ。Pagelモ

カ カル初期 ノ壌死 ノ存在 ヲ否 定スル モノニハ非

ザル モ、 ソノ襲生 ノ極 メテ稀 ナル ヲ読 キ、例 ヘ

バSepsistuborculoSisacutissimaノ 如 キ特殊

ノAnergie歌 態 二於 テ ノミ嚢生 スル モ ノトシ、

ソノー般化 ノ困難 ナル ヲ指摘 セ リ。

次 二第1型 ニオケル初期結節 ヨリv直 チニ壊死

二陥 ル可能性ハ、嗜銀繊 維 ノ増殖 ナキ鮎 バー致

スル モ、,コノ第4型 ガー般結 節 二比 シテ比 較的

大 ナル事、及 ピー般結 節 ノ園形 ナル ニ比 シテ輪

廓 ノ不規 則 ナル事 ニ ヨリ否定 サル可 キナ リ。

最後 二、近時俄 カニソ ノ全貌 ヲ明 ラカニ シ來 レ

ルAllergie學 説 二就 キ考察 センニ、 肝 ニ オケ

ル實 験的血清Allergieノ 研 究 ハ、Epstein、 馬

杉、Knepper、 伊 藤 ニ ヨリテ成 サVvソ ノ基本

形式 トシテ、馬杉、Knepper伊 藤 等r紗 テ・

肝小葉内 二嚢生 スルAllergie性 循 環障碍 ニ ヨ

ル壌死 ガ認 メラ レ、子痢 ニ オケル病攣 トノ類似

ニ ヨリテ、 子澗ZAilergie性 疾 患 ナル事略k

確立 セラ レタ リ。 次 デ 結核菌 ニ ヨル 肝臓 ノ

Allergie性 攣 化 トシテノ、Schwartz,木 谷 ノ廣

範 ナル研究 ア リテ、 増強 セラレタルAllergie

條 件 下 二褒生 セル肝小葉 内壌死 ノ嚢生 原因 ヲ、

血清AUergie二 於 テ登生 セル壊死 ト同檬 二、

Allergie性 循 環障碍r飾 セ シメタ リ。更 二木谷

ハ人盟 二於 ケル肝細胞壌死竈 ノ嚢 生 アSchleus-

singノ 菌 髄 ニ ヨ ル 直接作用 二 封 シ、 カカル

Allergie性 壊 死 ニ ヨル モ ノナ ラント豫 想 セ リ。

余 ノ實駿 例二於 クル8例 ノ壊 死像 二就 キ考 察 ス

ルニ、動 物實験 ニ ヨル如 キ薪鮮 ナル肝細胞 ノ類

壊死 ノ像 ハ見 ラレザルモ、一般結節 二比 シテ比

較的大 ナル事、正常 ノ粟粒 結節 ノ多数 アル中二

若干 アル事、壊 死傾 向 ノ極 メテ大 ナル事 ノ銀繊

維 ノ新 生 ナキ事 ニ ヨリテ、木谷,Aliergie性 壊

死 二類似 ヲ求 メ ラル可 シ。爾標本 中ニテ稀 二見

■

ラレル類上皮細胞及 ビ互大細胞 ノ登生二就 キテ

へ 或ハ周邊 ヨリノ侵入ニヨルカ、或ノ・初期 ノ

壊死 二於テ、毛細管内被細胞 ノ残存 セル部 ヨリ

嚢生 セルモノト説明サル可 シ。"

以上 ヲ縮括 シテ、人罷肝粟粒結核 ノ襲生二關 シ

テハ、次 ノ如キ形式 ガ與ヘラレル。即チー方ハ

淋巴球様結節 ヨリ次第 二分化蛋展 シテ類上皮細

胞結節 トナリ、更 二中心部 ヨリノ乾酪璽性 二依

リテ、全結節 ノ乾酪化 二至ルモノ ト、他方初期

ノAllergie性 壊死 二引綾 ク全病竈 ノ均等 ナル
要

頽 敗物質 化 トナ リ。

而 シテ結核結節 ノ形成 ソノモノガ既 二Allergie

ノ關與 ナ シニノ・考 ヘラ レヌ事ハ 既 二R6ssie

ノ指 摘 セル所 デア リ、當教 室 ノ各種實験 ニ ョリ、

個禮 ガAllergie款 態 二於 テ同一 固形 抗元 ノ再

侵入 二會 フ トキハ、之 ヲ局所 二御留無毒化 セン

トノ意味 二於 テ、 結節形成 ノ行 バ レル事明 ラカ

ニサ レタ リ。.カ カル條件 ハ極 メ テ彊 度 ノAller-

gie性 ヲ有 スル結核菌 二於 テハ、最 モ定型 的 二

示 サ レ、 非感作 例 二比 シテ極 メテ早期 二大 量 ノ

結 節 ガ形成 サ レルφ

肝 ニオケル粟粒結節襲生 ノ條件 ヲ考 フル ニ、既

二今轍 授、佐藤 ニ ヨ リ或 ハ全身粟粒結核症 ノー・
お

分症 トシテ、或 ハ腸結核病竈 ヨ リノ呼吸 ニ ヨリ

テ生 ズル モ ノ ナ ル ヲ 指摘 サ レ、 全 テ 個髄 ノ

Allergie歌 態 ガ豫想 サv.ル 所 ナ リ。而 シ テ同 ジ
サ

クAllergie欺 態 二於 テ襲生 スル肝結核症 ガ如
ひ

何 ナル條件ニョリテ、上述 ノ如 キニ様 ノ形態 ヲ

トルニ至 レルモノナ リヤ。

余ノ・コゴニ於テ再 ビ木谷 ノ實験例 ヲ想起 ス。即

チ木谷ハ小量 ノ再感染(1mg)ニ テハ、輩純 ノ結

節形成 ヲ多量二見タル ノミナルモ、比較的大量

再感染(10㎎)ニ テ初メテー般結節 ノ外二、織

維素血栓等 ノ血管鍵化 ヲ俘 フ貧血性壌死竈ニー一

致 ス〉レ病竈 ノ壷生 ヲ認 メタリ。余 ノ實瞼例二於
ち

テモ、 多撒 ノー般結節 ノ中へ 僅 力数個 ノカカ

ル貧血性壌死竈 ノ進展 セリ ト思ハルル モ ノヲ見

ル。之 二依 ヅテ考 フル ヘ カカル病竈 ノ獲現 二

樹 シテハ、 個髄 ノ充分 ナル感作 ニ ヨル豊 富 ナル
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抗 髄 二封 シ、他方充分 ナル抗元量 ノ再注 入 ガ要

求 サル。之 二反 シテ、小量 ノ抗 元 二封 シテハ通

常結節 ノ形成 ガ見 ラち1ルモ ノナラ ン。帥 チ個禮

ノ強度 ノ感作歌態 二於 テ、 肝動賑 ヨリ、叉 ハ門

賑系 ヨリ進入 セル結核菌 ハ、肝 内循環系 二於 テ ・

種 々 ノ程 度 二配分 サ レ、比 較的大量菌 ノ侵 入 セ

ル トキへ 之 二相 當 シテ比較的大 ナル血管 二於

テ、既 二Allergie性 反 鷹 ガオキテ、 ココニ生

ゼル織維素血栓等 二依 リテ、 二次的 二循環障碍

性壌死 ヲ來 シ、 小量ナル トキハ末槍毛細管 二於

テ卸留 セラレテ、 ココニ急激 二、多量 ノ壇殖性

炎 ヲ來 スモノ ト読 明サル可 シ。而 モ動物 實駒 ノ

示 ス所 ニヨ レバ、 カカル菌 禮 ノ郷留 二次 デ、血

管壁 トノ反慮 ノ結 果、菌髄 ハ早期死 滅 セ シメラ

レル モノニ シテ、憂化 ハ再 ビ急激 二清退 スルモ

ノナ ラ ン。

上{述ノ如 クー般 二Allergie性 ト考ヘ ラ11ル 貧

血性壌死竈 ト、免疫 ノ表現 ト考 ヘ ラレル結節形

成 ガ、 同一・ノ標本 二 於 テ存在 シ得ル モ ノニ シ

テ、 ソノ嚢生 ノ意義 二於 テモ、共 二生艦 二有害

ナル現象 ニハ非 ズ シテ、局所 ノ組熾 ヲ犠牲 ニシ

テ、生髄 ヲ守 ラン トスル モ ノニ シテ、 カカル事

實ハAUergieト 免疫 トノ分離 考察 ヲ困難 ナラ

シメ、武田教授 ノ考 ヘ ラvル ガ如 ク、Kochノ,

現 象ハ免疫現 象 ヲ内在 セシメルAllergie姓 炎

ト考 フル ガ 至當 ナル 可 シ。 爾本問題 二 就 キテ

ハ、更 二實験 的硫究 ヲ進 メン ト計甕 中ナル ヲ附

言 ス。

結 論

1)余 ハ人膿結核屍101例 ノ肝標本 ヨリ59例

ノ肝穀 結核症 ヲ得、 ソノ組織學的検索二依 リ

テ、肝結節 ヲー般粟粒結節 トAllergie性 壌死

ノニ種二分テ》。

2)y般 粟粒結節ノ嚢生a就 キテハ、淋巴球様

細胞結節 ヨリ類上皮細胞結節 ヲ経テ、乾酪攣性

二至ル過程 ヲ見、

3>A恥rgie性 壊死二就 キテハ、新鮮 ナル肝細

胞 ノ類壌死 ノ像ハ認 メラレザルモ、カカル憂化

ノ進展 セルモハ シテ、8例 ノ殆 ド均等 ノ癩敗

算 トナレル壊死竈 二於 テ、嗜銀織維 ノ壇殖 セザ

ルモノヲ暴 グタリ。

4)以 上二様iノ病憂嚢生二封 シテハ、共二個禮

ノ感作獣態ガ考察サレ、菌量 ノ大ナル トキハ貧

血性壊死竈、菌量 ノ小ナル トキハ通常結節 ノ形

成 ヲ螢ムモノナラントシテ、Allergieト 冤疫 ト

ノ簡輩二分離 スベカラザルヲ読 ケリ。

欄筆二臨 ミ御指導、御校閲 ヲ賜ハリシ恩師武田

教授拉 ピニ多大 ノ御教示、御助言 ヲ賜ハ リシ新

保助教授 二衷心感謝 ノ意 ヲ表 ス。
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